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図
２
の
開
始
点

基
盤
加
速

度
α
Ｂ

０

の
値
は
、
既

に
発
生
し
た
費
用

初
期
費

用
＋
補
強
費
用

を
意
味
し
、

地
震
動
強
さ
α
Ｂ
の
増
大
と
と

も
に
、
地
震
損
失
の
規
模
が
大

き
く
な
り
、
や
が
て
は
大
破

全
損
失

に
よ
り
頭
打
ち
と

な
る
。
こ
こ
で
、
地
震
動
強
さ

α
Ｂ
の
増
加
に
対
す
る
事
業
費

の
増
加
割
合
が
、
３
橋
脚
で
異

な
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

　
橋
脚
Ａ
は
耐
力
・
靭
性
が
最

も
小
さ
い
が
、
中
程
度
の
地
震

動

α
Ｂ ＜

ま
で

は
、
そ
の
事
業
費
が
他
の
２
橋

脚
よ
り
も
低
い
。
し
か
し
、
地

震
動
の
大
き
さ
が
５
０
０

程

度
と
な
る
と
３
橋
脚
の
大
小
関

係
が
逆
転
し
、
耐
震
補
強
さ
れ

た
橋
脚
Ｂ
の
場
合
が
最
も
低
く

な
る
。
そ
し
て
、
初
期
費
用
が

一
番
高
い
橋
脚
Ｃ
は
、
６
０
０

以
上
の
地
震
動

相
当
大
き

い
地
震
イ
ベ
ン
ト

に
対
し
、

事
業
費
が
最
も
低
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う

な
試
算
が
地
震
リ
ス
ク
解
析
手

法
で
可
能
と
な
り
、
例
え
ば
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
比

べ
て
、
現
行
設
計
法
と
の
整
合

性
が
と
れ
、
使
い
勝
手
も
良
い

と
言
え
る
。

　　
▽
事
例

　
複
数
震
源
モ
デ

ル
に
よ
る
リ
ス
ク
曲
線

　
近
年
、
地
震
ハ
ザ
ー
ド
と
し

て
、
複
数
震
源
モ
デ
ル
Ｍ
ｕ
ｌ

ｔ
ｉ
―
Ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｍ
ｏ
ｄ

ｅ
ｌ
を
採
用
し
、
地
震
イ
ベ
ン

ト
リ
ス
ク
曲
線
と
し
て
表
示
す

る
こ
と
が
主
流
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
一
例
を
図
３
に
示
し

た
。
こ
れ
は
、
対
象
建
設
サ
イ

ト
周
辺

例
え
ば
、
半
径
３
０

０

範
囲

の
全
地
震
動
を

サ
ー
チ
し
て
、
個
々
の
震
源
に

対
し
て
、
発
生
確
率
と
地
震
特

性

震
源
種
別
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
、
震
源
深
さ
な
ど

を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。
そ
し
て
、
伝
播
特
性

距
離
減
衰

と
地
盤
増
幅
に

よ
り
、
到
達
地
点

建
設
サ
イ

ト

に
お
け
る
地
震
動
強
度

最
大
加
速
度
、
最
大
速
度
な

ど

を
算
定
す
る
と
と
も
に
、

対
象
構
造
物
の
脆
弱
性

フ
ラ

ジ
リ
テ
ィ
曲
線
、
ま
た
は
地
震

ロ
ス
関
数

を
評
価
す
る
。
最

終
的
に
こ
れ
ら
両
者
を
、
信
頼

性
理
論
に
基
づ
い
て
地
震
リ
ス

ク
曲
線
を
表
す
こ
と
が
で
き

る
。
図
３
は
、
特
に
、
地
震
イ

ベ
ン
ト
リ
ス
ク
曲
線
と
呼
ば
れ

る
。

　
こ
こ
で
は
、
リ
ス
ク
指
標
値

と
し
て
、
地
震
損
失
の
期
待
値

Ｎ
Ｅ
Ｌ
　
　

お
よ
び

予
想
最
大
損
失

Ｐ
Ｍ
Ｌ
　
　

を
例
示
し
て
い
る
こ

と
に
着
目
さ
れ
た
い
。
特
に
、

年
間
で
の
超
過
確
率

％

非
超
過
確
率

％

が
重
要

な
確
率
値
と
し
て
多
用
さ
れ
、

こ
れ
は
再
現
期
間
で
は
４
７
５

年

単
年
度
当
た
り
０
・
２
１

０
５
％

と
な
る
。
こ
れ
ら
二

つ
の
指
標
値
は
、
図
３
の
よ
う

に
地
震
リ
ス
ク
曲
線
か
ら
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

既
存
土
木
施
設
の

維
持
管
理
へ
の
応
用

　
最
後
に
、
ソ
フ
ト
技
術
の
両

輪
を
併
用
し
た
応
用
事
例
を
提

示
し
た
い
。
図
４
は
耐
力
Ｒ
と

荷
重
Ｓ
の
確
率
密
度
関
数
、
お

よ
び
リ
ス
ク
指
標
値
を
時
系
列

上
で
模
式
化
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
既
存
構
造
物
の
維

持
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
提
案

し
た
い
。

　
こ
こ
で
は
、
新
設
時

ｔ

０
年

で
は
、
所
定
の
準
拠
示

方
書
に
よ
っ
て
構
造
設
計

耐

震
設
計

が
な
さ
れ
る
が
、
そ

の
後
、
経
年
劣
化
、
荷
重
負

荷
、
環
境
負
荷
に
よ
り
耐
力
Ｒ

は
低
下
し
、
一
方
、
荷
重
Ｓ

交
通
荷
重
、
地
震
荷
重
な

ど

は
年
々
増
大
す
る
こ
と
が

多
い
。
加
え
て
、
両
者
の
変
動

係
数
も
増
大
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
、
当
該
構
想
物
の
構
造
安

全
性
は
急
激
に
低
下
す
る
。
こ

の
よ
う
な
指
摘
は
既
に
多
く
の

場
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
Ｎ
Ｅ
Ｌ
と
Ｐ
Ｍ
Ｌ
に
よ
っ

て
、
定
量
的
・
金
銭
的
に
表
現

で
き
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

ソ
フ
ト
技
術
の

再
評
価
　
　
　

　
昨
年
の
大
震
災
以
来
、
ハ
ー

ド
的
な
防
災
措
置
に
対
し
て
、

ソ
フ
ト
技
術
が
叫
ば
れ
て
い
る

昨
今
、
構
造
物
の
耐
震
技
術
の

原
点
と
も
言
う
べ
き
「
耐
震
設

計
」
を
改
め
て
採
り
あ
げ
、
同

時
に
近
年
導
入
の
機
運
の
あ
る

「
地
震
リ
ス
ク
解
析
」
を
紹
介

し
、
両
者
を
「
ソ
フ
ト
技
術
の

両
輪
」
と
称
し
た
こ
と
を
、
再

度
、
強
調
し
た
い
。
今
後
は
広

範
囲
な
構
造
形
式
の
リ
ス
ク
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

個
々
の
構
造
形
式
毎
に
検
討
と

精
査
を
深
め
る
こ
と
が
直
近
の

課
題
と
考
え
る

詳
し
く
は
、

著
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※

３

を
閲
覧
さ
れ
た
い

。
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